
難波英夫

●農林業の振興について
●佐与谷産廃処分場に反対する
取り組みについて
●高梁市地域公共交通網形成
計画について
●学校施設の管理について
●防災対策について

三村靖行

●これからの高梁市について問
う
●川面、巨瀬、中井生活福祉バ
ス運行について

石部　誠

●駅前複合施設について
●高梁中央図書館について
●保育園職員について

大森一生

●高梁市の財政のバランスシートに
ついて
●国際交流都市を目指した観光振
興と市民福祉の向上について
●地域資源を生かした総合戦略、地
域ブランドの確立と循環型社会の
構築とバイオマスタウン構想につ
いて

駅前複合施設は市民
不在、建設工事概要
にも問題あり

事業の費用、効果な
どの評価、結果が予
算、決算に反映され
ている

利用者の方が上手に
使っていただけたら
良い

※1複式簿記の概念
も導入し、コストを
意識した公共経営、
※2PDCAサイクルを確
立していくべきでは

米価暴落から農家を
守る対策を求める

生活福祉バスの料金
が高すぎはしないか

生産費を償う価格補
てんはできない。経
営安定対策を活用い
ただきたい

全市的なバランスを
考えながら検討する

の
か
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
任
せ
で
は
な

い
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

あ
く
ま
で
も
市
が
主

体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

三
村　

出
発
時
刻
が
遅
く
使
い
勝
手
が

悪
い
面
が
あ
る
。
乗
り
や
す
く
す
る
の

が
福
祉
の
目
的
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

そ
う
い
う
声
が
あ
れ

ば
利
用
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
全
体
的

な
見
直
し
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三
村　

片
道
の
最
高
運
賃
が
８
０
０
円

で
、
往
復
１
６
０
０
円
と
な
る
。
こ
れ

で
福
祉
バ
ス
と
言
え
る
の
か
。
運
賃
が

高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

路
線
バ
ス
と
の
バ
ラ

ン
ス
も
考
慮
し
て
決
定
し
た
。
料
金
に

つ
い
て
は
切
実
な
問
題
で
あ
り
、
全
市

的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
検
討

し
た
い
。

財
政
で
は
困
難
で
あ
る
。

難
波　

国
に
対
し
て
米
の
輸
入
拡
大
を

や
め
、
過
剰
米
を
市
場
に
出
さ
な
い
よ

う
に
処
理
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
こ
と
。

産
業
経
済
部
長　

輸
入
米
は
77
万
ト
ン

だ
が
、
加
工
用
、
飼
料
用
で
52
万
ト
ン
。

主
食
用
に
は
10
万
ト
ン
な
の
で
米
価
に

は
影
響
が
少
な
い
。
国
内
消
費
量
が
少

な
い
こ
と
が
過
剰
在
庫
に
結
び
つ
い
て

い
る
。
国
へ
の
申
し
入
れ
は
考
え
て
い

な
い
。

難
波　

本
市
農
業
を
壊
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

の
中
止
を
国
に
強
く
求
め
る
こ
と
。
同

時
に
重
要
5
品
目
の
譲
歩
は
撤
回
す
る

よ
う
求
め
る
こ
と
。

市
長　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
国
の
判
断
で
あ

る
。
今
ど
う
こ
う
申
し
上
げ
る
立
場
で

は
な
い
。
日
本
食
の
高
付
加
価
値
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

こ
れ
か
ら
の
市
政
に
つ
い
て

三
村　

複
合
施
設
の
完
成
に
よ
り
、
庁

舎
周
辺
の
施
設
整
備
が
終
わ
る
。
市
長

は
こ
れ
ら
の
施
設
を
市
民
に
ど
の
よ
う

に
知
ら
せ
市
政
発
展
の
た
め
に
生
か
し

て
い
く
の
か
。

市
長　

市
の
玄
関
口
で
あ
る
駅
と
周
辺

整
備
は
、
高
梁
市
の
都
市
と
し
て
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な

も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
後
期
総

合
計
画
や
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
、

合
併
前
の
旧
町
の
拠
点
機
能
を
高
め
、

周
辺
地
域
と
市
街
地
を
結
ぶ
公
共
交
通

体
制
を
整
備
し
て
い
く
。
ま
た
、
そ
れ

に
関
わ
っ
て
道
路
整
備
が
必
要
な
箇
所

に
つ
い
て
は
順
次
改
良
を
進
め
た
い
。

川
面
・
巨
瀬
・
中
井
生
活
福
祉
バ
ス

に
つ
い
て

三
村　

ル
ー
ト
、
出
発
時
刻
は
地
域
住

民
、
バ
ス
会
社
の
声
を
反
映
し
て
い
る

難
波　

米
価
暴
落
に
対
し
て
農
家
が
生

産
意
欲
を
失
わ
な
い
よ
う
対
策
を
求
め

る
。
本
年
産
米
価
の
傾
向
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

産
業
経
済
部
長　

平
成
27
年
産
米
価
は
、

Ｊ
Ａ
の
概
算
金
が
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
等

米
で
昨
年
よ
り
２
０
０
０
円
近
い
値
上

げ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
平
成
24
年

産
米
か
ら
は
下
落
し
て
お
り
、
農
業
経

営
は
悪
化
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
農
機
具
共
同
購
入
補
助
金

や
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
支
援
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

難
波　

米
の
生
産
費
を
償
う
不
足
払
い

を
市
独
自
で
設
け
ら
れ
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長　

農
家
は
平
成
26
年
度

産
米
価
で
算
定
す
る
と
、
１
反
当
た
り

約
３
万
円
の
赤
字
と
な
る
。
仮
に
作
付

面
積
１
０
６
０
町
歩
に
補
塡
す
る
と
約

３
億
３
０
０
０
万
円
と
な
り
、
本
市
の

く
こ
と
が
、
市
職
員
の
意
識
改
革
、
行

政
の
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
り
、
コ
ス

ト
を
意
識
し
た
効
率
的
か
つ
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

国
際
交
流
都
市
を
目
指
し
た
観
光
振

興
と
市
民
福
祉
の
向
上
に
つ
い
て

大
森　

多
く
の
人
を
さ
ば
く
観
光
か
ら
、

お
金
を
落
と
し
て
も
ら
う
観
光
へ
変
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
。
そ
れ
に
は
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
、
イ
ン
フ
ラ
、
景
観
整

備
が
必
要
に
な
る
。
高
齢
化
社
会
に
対

応
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
な
ど
の
概
念
を
取
り
入
れ
た
地
域

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
た
戦
略
、
環
境
づ

く
り
が
重
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

商
工
団
体
と
の
連
携
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
お
も
て
な
し
の
心
な
ど
を
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

高
梁
市
の
財
政
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

に
つ
い
て

大
森　

平
成
24
年
度
の
財
務
諸
表
（
複

式
簿
記
）
で
は
市
単
体
会
計
の
「
行
政

コ
ス
ト
対
税
収
等
比
率
」（
財
政
の
弾
力

性
）
が
目
安
と
な
る
１
０
０
％
（
財
政

の
硬
直
化
）
を
超
え
て
い
る
が
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

財
政
の
健
全
化
比
率
の
指

標
と
な
る
も
の
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
な

ど
は
健
全
な
状
態
に
あ
る
。
今
後
は
そ

の
よ
う
な
企
業
会
計
（
複
式
簿
記
）
と

の
比
較
も
必
要
と
考
え
る
。
平
成
29
年

度
ま
で
の
統
一
公
会
計
モ
デ
ル
の
作
成

に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
。

大
森　

財
務
諸
表
か
ら
得
ら
れ
る
ス
ト

ッ
ク
、
コ
ス
ト
情
報
を
活
用
し
た
Ｐ※２
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
機
能
を
確
立
し
て
い

石
部　

Ｃ
Ｃ
Ｃ
代
表
の
増
田
さ
ん
は
講

演
会
で
「
人
口
５
万
人
の
武
雄
市
図
書

館
は
年
中
無
休
で
コ
ー
ヒ
ー
も
飲
む
こ

と
が
で
き
て
雑
誌
の
購
入
も
で
き
る
。

Ｗ
ｉ–

Ｆ
ｉ
も
完
備
し
て
い
て
、
20
万
冊

の
本
は
す
べ
て
無
料
で
読
め
る
。」
と
発

言
し
て
い
る
。
ま
た
「
無
料
の
貸
本
屋
、

レ
ン
タ
ル
屋
」
と
も
発
言
し
て
い
る
。

　

本
来
図
書
館
は
市
民
の
生
涯
教
育
や

伝
統
や
文
化
の
継
承
の
た
め
の
施
設
で

あ
り
、
貸
本
屋
目
線
で
の
複
合
施
設
の

運
営
は
任
せ
ら
れ
な
い
。

教
育
次
長　

合
併
に
ふ
さ
わ
し
い
図
書

館
と
の
こ
と
だ
が
、
我
々
の
理
念
と
し

て
は
高
梁
に
必
要
な
ふ
さ
わ
し
い
図
書

館
を
目
指
し
て
い
る
。
武
雄
市
図
書
館

は
貸
出
冊
数
も
伸
び
、
専
門
的
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
も
十
分
可
能
と
な
っ
た
。
Ｃ
Ｃ

Ｃ
に
よ
る
企
画
イ
ベ
ン
ト
も
多
彩
に
展

開
さ
れ
て
い
る
。

石
部　

駅
前
複
合
施
設
は
４
階
建
て
で

あ
る
が
、
１
階
バ
ス
セ
ン
タ
ー
と
３
階

図
書
館
メ
イ
ン
フ
ロ
ア
に
ト
イ
レ
が
な

い
。
ま
た
２
階
Ｊ
Ｒ
駅
待
合
所
は
複
合

施
設
が
閉
館
す
る
と
ト
イ
レ
が
使
用
で

き
な
い
。
駅
東
側
は
そ
も
そ
も
ト
イ
レ

が
な
い
。
ま
た
複
合
施
設
完
成
後
に
は

駅
西
側
に
は
「
昇
り
専
用
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
」が
２
台
も
設
置
さ
れ
る
が「
下
り
」

は
な
く
問
題
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
言
え
な
い
設

計
で
は
な
い
か
。　

政
策
監　

議
会
や
Ｃ
Ｃ
Ｃ
に
も
提
案
し

協
議
を
行
い
、
修
正
し
な
が
ら
や
っ
て

き
た
。
人
の
動
線
や
コ
ス
ト
を
考
え
、

現
在
の
設
計
で
十
分
対
応
で
き
る
と
考

え
る
。
利
用
者
の
方
が
上
手
に
使
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
良
い
。
現
時
点
で
は
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
２
基
と
も
「
昇
り
専

用
」
で
考
え
、
東
側
に
ト
イ
レ
計
画
は

な
い
。

※１　行政の決算は通常単式簿記の現金主義で行われる
※２　計画（Plan）→実行（Do）→評価（Check）→改善（Action）の４段階を繰り返すことによって業務を継続的に改善する手法
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